
日
本
共
産
党
議
員
団

田
郷

　

正

地
域
医
療
を
守
れ
！

Q
　
市
長
は
９
月
2 6
日
に
突
然
、
蒲

生
医
療
セ
ン
タ
ー
を
来
年
４
月
か
ら

医
療
法
人
社
団
昴
会
を
指
定
管
理
者

と
す
る
方
針
を
表
明
し
た
が
、

①
平
成
2 2
年
度
の
「
市
立
病
院
等
整

備
計
画
」
で
、
蒲
生
医
療
セ
ン
タ
ー

は
1 9
床
の
診
療
所
と
な
り
、
滋
賀
医

科
大
学
や
東
近
江
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
か
ら
医
師
派
遣
を
受
け
て
地
域
医

療
を
守
る
と
さ
れ
て
き
た
。
計
画
の

総
括
は
し
た
の
か
。

②
地
域
住
民
へ
十
分
な
説
明
が
さ
れ

ず
、
将
来
像
さ
え
示
さ
れ
て
い
な
い
。

人
生
設
計
を
見
直
す
こ
と
を
迫
ら
れ

て
い
る
職
員
も
い
る
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
で
拙
速
過
ぎ
る
の
で
は
。

③
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
で
き
る
病
床
の

確
保
や
電
話
予
約
を
す
れ
ば
自
宅
ま

で
送
迎
さ
れ
る
バ
ス
、
長
峰
・
鋳
物

師
診
療
所
の
存
続
、
訪
問
診
察
や
訪

問
看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
医
療
は

絶
対
に
守
れ
る
の
か
。

④
施
設
建
設
や
医
療
機
器
購
入
の
負

担
が
必
要
に
な
ら
な
い
か
。

A
　
①
滋
賀
医
大
か
ら
東
近
江
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
へ
十
分
な
医
師
が
供

給
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
蒲
生
医
療

セ
ン
タ
ー
へ
の
医
師
の
派
遣
は
結
果

と
し
て
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ

が
赤
字
拡
大
の
一
要
因
で
す
。

②
時
間
を
十
分
か
け
た
上
で
の
決
断

で
あ
り
、
発
表
し
た
以
上
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

③
指
定
管
理
の
条
件
と
し
て
提
示
し

て
お
り
、
現
在
の
医
療
体
制
は
守
ら

れ
ま
す
。

④
医
療
機
器
な
ど
の
備
品
購
入
は
指

定
管
理
者
の
負
担
で
す
。

　
福
祉
教
育
こ
ど
も
常
任
委
員

会
で
は
、
本
年
４
月
に
開
園
予

定
の「
永
源
寺
も
み
じ
幼
児
園
」

の
現
地
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
建
設
中
の
永
源
寺
も
み
じ
幼

児
園
は
、
０
歳
か
ら
５
歳
児
ま
で
の

園
児
１
３
５
人
（
定
員
）
が
通
う
認

定
こ
ど
も
園
で
す
。

　
県
内
の
認
定
こ
ど
も
園
で
は
初
の

Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
行
集
成
板
）
工
法
を
採

用
し
た
木
造
園
舎
で
、
保
育
室
や
遊

戯
室
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
や
沐
浴
室
な

ど
を
備
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
永
源
寺
地
区
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
鈴
鹿
山
脈
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
３
つ
の
大
き
な
屋
根
を
配
し
、
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
や
廊
下
、
大
遊

戯
室
な
ど
の
大
き
な
空
間
に
東
近
江

市
産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
、

園
児
が
木
を
感
じ
な
が
ら
遊
べ
る
よ

う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
自
然
が
よ
り
身
近
に
な

り
、
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に

つ
な
が
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

練
を
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
地
域
別
４
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
学
校
の
避
難
所
を
実
際
に

運
営
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
殺
到
す

る
避
難
者
や
避
難
所
に
起
こ
り
得
る

出
来
事
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
い
い
の

か
を
Ｈ
Ｕ
Ｇ
と
呼
ば
れ
る
防
災
ゲ
ー

ム
で
模
擬
体
験
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
学
校
の
平
面
図
に
災
害
対

策
本
部
や
通
路
、
避
難
者
の
割
り
振

り
や
仮
設
ト
イ
レ
の
場
所
な
ど
を
決

め
ま
す
。
続
い
て
避
難
者
の
年
齢
や

性
別
、
国
籍
、
障
害
や
持
病
の
有

無
、
さ
ら
に
は
被
災
状
況
が
書
か
れ

た
カ
ー
ド
を
、
読
み
手
が
災
害
時
の

臨
場
感
が
出
る
よ
う
に
早
め
の
ス
ピ

ー
ド
で
次
々
と
読
み
上
げ
、
参
加
者

に
渡
し
ま
す
。
参
加
者
は
、
カ
ー
ド

に
書
か
れ
た
避
難
者
の
事
情
に
配
慮

し
な
が
ら
適
切
に
配
置
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
炊
き
出
し
や
支
援
物
資
、

安
否
情
報
な
ど
の
対
応
を
掲
示
板
に

　
午
前
６
時
4 5
分
、
東
近
江
市
で
震

度
６
強
を
記
録
す
る
地
震
が
発
生
し
、

東
近
江
市
議
会
災
害
対
策
会
議
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
各
議
員
は
安
否
を

報
告
し
た
後
、
周
辺
の
被
害
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
居
住
地
最
寄
り
の
避

難
所
に
お
い
て
運
営
支
援
を
行
う
と

の
想
定
で
、
避
難
所
運
営
支
援
の
訓

貼
り
出
し
ま
す
。
自
由
に
意
見
交
換

を
行
い
な
が
ら
２
５
０
枚
の
カ
ー
ド

が
読
み
終
わ
る
こ
ろ
に
は
、
各
グ

ル
ー
プ
の
避
難
所
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
災
害
対
策
本
部
の
場
所

や
掲
示
板
、
感
染
症
や
医
療
措
置
、

福
祉
避
難
所
の
設
置
な
ど
刻
々
と
変

わ
る
状
況
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た

か
を
報
告
し
合
い
、
各
々
の
避
難
所

に
つ
い
て
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
を
通
し
て
、
異
な
る

生
活
環
境
に
あ
る
人
が
避
難
所
に
集

ま
る
と
き
、
何
を
優
先
さ
せ
て
環
境

を
整
え
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
刻
々

と
状
況
が
変
わ
る
避
難
所
で
冷
静
に

対
応
す
る
難
し
さ
を
痛
感
す
る
と
と

も
に
、
日
頃
か
ら
地
域
内
で
の
つ
な

が
り
や
個
別
情
報
を
共
有
し
て
お
く

こ
と
の
大
切
さ
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
養

成
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

大
規
模
災
害
に
備
え
て

～ 

避
難
所
運
営
訓
練
の
実
施 

～

常
任
委
員
会

　

　
　
活
動
報
告

　
令
和
２
年
１
月
20
日
に
、東
近
江
市
議
会
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

に
基
づ
く
避
難
所
運
営
支
援
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　 Ｈ Ｕ Ｇ は、 Ｈ（ h inanzyo 避難所）、 Ｕ（ une i

運営）、 Ｇ（ gam e ゲーム） の頭文字を取っ た

静岡県が開発し た防災ゲームで、 避難所運営

を考えるひと つのアプローチと し て避難者の

年齢や性別、 国籍やそれぞれが抱える事情が

書かれたカ ード を 、 避難所の体育館や教室に

見立てた平面図にどれだけ適切に配置でき る

か、 また避難所で起こ る様々な出来事にどう

対応し ていく かを 模擬体験するも のです。

（ 出典： 静岡県避難所Ｈ Ｕ Ｇ より ）

～ Ｈ Ｕ Ｇ と は ～

地域に密着し た蒲生医療センタ ー
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